






(研究目的) 

胆道閉鎖症(以下「本症」)に対する肝門部空腸吻合術は,いわゆる吻合不能型の本症におけ

る予後を著しく改善した。最近の報告によれば生後60 日以内に手術された症例の70%で黄

疸が消失し 5年以上生存できるという。 

にもかかわらず本症の 10 年生存率は 39%であり､理想とは程遠いのが現状である。その最

大の理由は生後 60 日以内に手術が行なわれていないことにあると考えられ､早期発見のた

めのスクリーニングシステムの必要性が強調されてきた。最近 Sasaki は乾燥血液ろ紙に吸

着した血清グリココール酸あるいは総ケノデオキシコール酸を測定するためのラジオイム

ノアッセイ法を発表し、先天性代謝異常症のマススクリーニングシステムを利用すること

を提案した。しかしその方法では、主として感度が不良なために false ｰ negative が多数

発生するので､マススクリーニングには不適当と考えられる。私どもは乾燥血液ろ紙から胆

汁酸を抽出し、酵素蛍光法で定量する方法を考案して､本法が再現性､感度ともにすぐれて

いることを報告した。本研究は血中総胆汁酸を定量することによって本症をマススクリー

ニングする場合、その検査をすべき時期と有効性とを明らかにする目的で行なわれた。 


